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る目的がある。例えば、Amazon の Product 
Advertising API や、利用者のホームページ等
に、簡単に広告情報を提供できる Google の
AdSense API が代表的である。また、API を使
用するには利用規約に同意し、個人情報の登録
を済ませ、ID の取得をしなくてはならない。





 オープンで容易に実装可能な API の提供に
より、従来は高度な専門知識と技術力を持った
技術者しか実現できなかった機能・サービスが、














えば、Google Maps API と他のAPI を組み合
わせ、地図の上にお店や場所の口コミなどの情
報を表示する機能が容易に実現できる。 



























































































































































































































（IaaS: Infrastructure as a Service）として、


































































































































































OSGeo Japan, 2011; 吉田, 2012)。図 1、図 2
は、東北地方での 4つの地図情報サービスを比
較するサイト Imagimap Baselayer17)である。
震災直後の 2011 年 3 月時点では、
OpenStreetMap（左上の地図）の地図のみが被
害状況を詳細に反映していることが確認できる。



















ランティア約 600 人により、数時間で約 100 万
以上の地物情報が追加され、震災後の最新の基



















図 1 地図情報サービス比較サイトでの相馬市周辺地図 
（左上：OpenStreetMap、右上：Google Maps、 左下：Bing Maps、右下：Yahoo Maps） 
図 2 地図情報サービス比較サイトでの仙台市周辺地図 
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メディアの Pale Doughery, Thmothy F. 
O’Railly は、インフラとしての集合知モデル
とし、Web 2.0 の 7つの構成要素として、次
をあげた。 
・フォークソノミ  ー (Folksonomy; Folks + 
82
Taxonomy) みんなで分類する 
・User as Contributor サービスへの協力者 
・Radical Trust  進歩的性善説 
・ロングテール 「8:2 の法則」 
 イタリアの経済学者 Vilfredo Federico 









Reference: O’Reilly, F. Tim 















や Wikipedia のシステムも CMS に含まれ
る。 
4)  RSS とは、Really Simple Syndication / 











6)  Google プ ラ イ バ シ ー ポ リ シ ー : 
http://www.google.com/intl/ja/policies/priv
acy/  [参照:2012/3/18] 
7)  HTML5 は、当初 Opera Software、
Mozilla、Apple の 3 社が 2004 年に結成し
た「WHATWG(Web Hypertext Technology 
Working Group」というコンソーシアム提



























HTML(Hyper Text Markup Language)、ス






































10) Apple は 2007 年発売の iPhone、2010 年













































災とインターネット 中) 日本経済新聞, 
2011 年 5月 4 日朝刊 23面。 











の デ ー タ は 、 Creative Commons の
Attribution-ShareAlike 2.0 としてライセ
ンスされている。 
17) Imagimap Baselayer:  
http://www.geotribu.net [参照:2012/3/18] 
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